
 

 

 

 

4．計画の目指すべき方向 
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1. 将来像 
第２次伊達市環境基本計画では、第 1 次伊達市環境基本計画から継承した「環境配慮優先社会」

の理念をもとに、その将来像を『ともに学び、環境への配慮が優先されるエコシティだて －はじ
めよう、環境を知ること、⾏動すること、続けること︕－』として、基本目標や施策を体系化し
取り組みを⾏ってきました。 

その成果として、先に実施した市⺠アンケート調査の結果から環境について関⼼のある分野や
改善するべき分野が、また、第２次伊達市環境基本計画の総括から各施策における評価や今後の
方向性が⾒えてきました。 

本計画では、これらを踏まえながら、上位計画である第７次伊達市総合計画との整合性や市⺠
意⾒などを適切に反映していくことが重要になるため、「これまでの環境配慮⾏動を⾒直し、継
続可能な取り組みを⾏うとともに、新たな気づきと⾏動でより良い環境が実感できる豊かな⽣活
を送れること」を期待し、その将来像を下記のように定めました。 

 
 

環境配慮を通じて、 

豊かさを実感できるエコシティだて 

－続けよう、ともに学び、行動すること！－ 
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2. 基本目標及び施策の体系 
前頁「5. 計画策定のポイント」で前述したとおり、施策体系は、前計画同様に「⽣活環境」、

「自然環境」、「地球環境」の枠組みで整理しますが、よりわかりやすく、かつテーマごとの内
容で整理できるように⾒直します。 

なお、第２次伊達市環境基本計画では、取り組み内容の重複や掲載箇所の散らばりがあったこ
とや、⾏動目標による定性評価であったため達成状況が評価しづらい項目があったことから、本
計画では、個別の施策を可能な限り統合し、数値目標の設定ができそうな施策については可能な
限り定量評価に転換します。また、定性評価となる施策については、達成状況の目安を定めるこ
とで『10 年後も評価しやすく、シンプルで分かり易いもの』にすることや、施策については、
基本的な項目を押さえながら身近なところから着実に取り組めるものとして、『環境トレンドに
詳しくない市⺠でも理解でき、親しみ易いもの』ということに留意して検討整理を⾏いました。 
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図 27 施策の体系


